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研究概要

・自死遺族についての理解を深め、地域で安心して暮らし、社会参加出来るような地域づくりが求めら
れ、地域共生社会の実現を目指した取り組みの推進につながります。
・自死遺族支援団体等などのNPOやボランティア団体等の人材育成、地域組織の発展につながること
が期待されます。

産学連携の可能性（アピールポイント）

①外部資金 科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究） 「自死遺族のレジリエンス促進要因の検討：
 ストレス対処能力概念SOCの観点から」研究代表者
②NPO法人自死遺族支援ネットワークRe:会員

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/hama-yuka/

【目的】
大切な人を自殺でなくした自死遺族は、悲しみや自責の念にとらわれたり、経済的困窮や周囲
からの偏見などから精神疾患や精神障害を抱えるリスクが高いと言われている。一方、極めて強
烈なストレッサーやトラウマに耐えて心身の健康を保持し対処に成功している一群の人々の中に
共通して存在する健康要因として、ストレス対処能力概念SOC(Sence of Coherence)が見いださ
れ、さまざまな研究が進められている。本研究では、自死遺族が遺族の体験とどのように向き合
い、人生の再構築を試みようとしてきたのか。自死遺族の「生きていく力」とその促進要因をストレ
ス対処能力概念SOCの観点から明らかにすることを目的とした。
【方法】
協力の同意が得られたご遺族30名を対象に面接による聞き取り調査を実施した。
【結果】
レジリエンス（「精神的回復力」「復元力」「耐久力」などど訳される）とSOCの有意な「正の相関関
係」がみられた。面談場面では、精神健康問題や経済問題と同時に、現在の生活や仕事に対する
満足感、遺族自身の自信や新たな行動に対する意欲も語られた。
また、レジリエンス促進要因として仕事への満足度や自死遺族支援団体の存在が影響している
可能性が示唆された。
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